
1.為替動向

【為替レート（USD/RMB）の動き】 　　（単位：元）

為替レート
9月6日 金 7.1243
9月9日 月 7.1286

9月10日 火 7.1042
9月11日 水 7.1179
9月12日 木 7.0882
9月13日 金 -
9月16日 月 7.0640
9月17日 火 7.0929
9月18日 水 7.0879
9月19日 木 7.0987
9月20日 金 7.0835 ※

※15：00時点
出所：CFETS（Close Rate）

2.金利動向

【SHIBOR（上海銀行間取引金利）3か月ものの動き】 　　（単位：%）

金利（%）
9月6日 金 2.7080
9月9日 月 2.7070

9月10日 火 2.7070
9月11日 水 2.7070
9月12日 木 2.7090
9月13日 金 -
9月16日 月 2.7100
9月17日 火 2.7080
9月18日 水 2.7060
9月19日 木 2.7090
9月20日 金 2.7170

出所：中国外汇交易中心暨全国银行间同业拆借中心
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・今週の為替レートは先週末に比べ元高でスタートしたものの、9月20日15時時点では、先週末と同水準
　にて推移している。9月17日にはMLF（中期貸出ファシリティ）のロールオーバー金利が据え置きとなり、
　緩和期待が織り込まれていた上海株式市場が下落したことを受けて、前日比元安となった。
・9月18日には米国にてFOMCが開催され、0.25％の利下げが決定されたが、為替レートへの影響は現状、
　限定的である。

・SHIBOR3か月もの金利は先週と同水準にて推移した。
・9月17日にMLF（中期貸出ファシリティ）がロールオーバーされたが、適用金利は3.30％と前回同水準
　となった
・9月20日にLPR（貸出市場報告利率）が公表された。１年もの金利は4.20％（前回比▲0.05％）であった
　一方、５年超金利については4.85％と変化はなかった。
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3.ビジネストピックス

（1）　経済／独首相が12回目の訪中
　　

　

-Disclaimer-

　ドイツのメルケル首相が訪中した。2015年の首相就任以来12回目の訪中で、西側諸国の首
脳としては最多となった。9月6日に習近平国家主席や李克強首相と会談し、ドイツとして中独
間貿易を強化したい意向を強く発信したと、一部海外メディアが伝えた。

　今回の訪中にあわせて、中独両国の産業界では複数の企業提携が行われた。自動車関連
では、奇瑞汽車を傘下におく奇瑞控股集団とドイツポスト子会社が、小型配送用電気自動車
の合弁会社を設立すると発表した。電気小型商用車（ｅＬＣＶ）を開発し、2021年には年生産台
数10万台規模の量産体制と、郵便・小包の効率的な物流・配送の実現を目指す。その他に
も、ＢＭＷと中国信息通信研究院による「インテリジェント・コネクテッド・ビークル」分野での提
携契約なども行われた。

　統計によると、中独間貿易額は2018年に前年比9.4％増の1839億米ドルに拡大し、過去最
高額を更新している。今後も、両国間の経済交流をさらに拡大していくとみられる。
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